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日 月 火 水 木 金 土 
水分は各自でご用意ください。 

外で遊ぶ時は帽子をかぶりましょう! １ 

２ ３ ４ 
ミニ講座 
１０：００～  

５ 
身長体重計測日 

９：３０～ 

絵手紙週間始 

６ 
親子スポット 
１０：３０～ 

７ 
七夕飾り作り 

週間終 

８ 

９ 

わかば相談 

１０ 
わかば相談 

１１ 
 

１２ 
親子スポット 
１０：３０～ 

１３ １４ １５ 
 

１６ 

 

１７ 

海の日 

１８ 
絵本の会 
１０：４５～ 

１９ 
身長体重計測日 

９：３０～ 

２０ 

 

２１    ２２ 
絵手紙作り週間終 

２３            ２４ 
うちわ作り週間始 

２５ 
ベビークラス 

１０：３０～ 

２６ ２７ 

 

２８ ２９ 
 

３０ ３１ 

 わ～わ・くらぶ 

４日（火） ミニ講座「絵手紙を描こう」 古谷香代子さん １０：００～ 

 身近にある題材を絵にして楽しみましょう。 

５日（水）～２２日（土）  絵手紙週間   

５日・１９日（水）身長・体重計測日 ９：３０～１２：００   

身長・体重を計測したり、育児の相談等にも応じます。 

６日（木）親子スポット「リトミックで遊ぼう」 渡口未來さん １０：３０～ 

 音楽に合わせて身体を動かし、親子で楽しい時間を過ごしましょう。 

～７日（金）まで  七夕飾り作り週間   

好きな時間に来て、我が家に飾るステキな笹飾りを作って下さい。小さい笹を持ち帰れます。 

９・１０日（日・月）わかば相談室  臨床心理士 今村泰洋さん    

悩みや困ったことを相談してみませんか。ご希望の方は２－２３９８にお早めにご連絡ください。 

生涯学習センター・郷相談室にて行います。 

１２日（水）親子スポット「シャボン玉で遊ぼう」 山田三正氏 １０：３０～ 

 大島のでんじろう先生がシャボンを使って、楽しい遊び方を教えてくれます。 

１８日（火）絵本の会 １０：４５～ ママボランティア 

手遊び、絵本の読み聞かせで、親子でこころがほっこりとする時間を過ごしましょう。 

２４日（月）～８／１２日（土）  うちわ作り週間   

 好きな時間に来て、可愛いうちわを作ってください。オリジナルのうちわ作り楽しみましょう。 

２５日（火）ベビークラス １０：３０～ 栄養士 

離乳食やご家族の食事について「Ｑ＆Ａ」等。一緒にお話しましょう。 

 

 

 

 

 

 

○乳幼児親子の出会いの場、ゆっくり過ごせ

る場所です。 

○子育ての情報交換や仲間づくり 

○子育ての講座や行事 

○子どもと家庭の相談も随時、お声かけくだ

さい。 

○授乳やおむつ替えが出来るスペースがあ

ります。 

利用時間  月曜日～土曜日（祝日を除く） 

９：３０～１6：００ 

所在地  大島町野増字大宮 

     野増地域センター内 

電話   ０４９９２－２－２３８１ 

E-mail c050701@town.tokyo-oshima.lg.jp 

 

 

 

・育児の仕方や子どもとの関わり

・子育ての悩みや家事の事・子どもの発達や行動 

・保護者の気持ち ・療育にお困りの時 

・子育ての支援についての情報提供 

＊相談内容により、他の機関などをご案内する

場合もあります。 

虐待に気づいたら、虐待が疑われる場合は速や

かに連絡相談をして下さい。連絡、相談された方

が特定されないよう秘密は守ります。 

利用時間 月曜日～金曜日（祝日を除く） 

９：００～１７：００ 

所在地  大島町元町字丸塚５４８－１ 

     大島町生涯学習センター・郷２階 

電話   ０４９９２－２－２３９８ 

E-mail c050701@town.tokyo-oshima.lg.jp 

 

Ｅ- 

 

 

 

 

電話  ０４９９２－２－２３９８ 

E－mail  shien@town.tokyo-oshima.lg.jp 

 

 

 

 

 

      野増地域センター内 

         (子育てひろば事業等) 

 

の予定 

（子ども家庭総合相談事業） 

 

 

Ｐ 

 

 

生涯学習センター 郷２階 

子ども家庭支援センター 

（子ども家庭総合相談事業） 

 

 

野増地域センター内 

子ども家庭支援センター 

（子育てひろば事業等） 

 

 

Ｐ 

 皆さんにひろばで遊んで頂く為に以下のご協力をお願いします。 
●利用当日、親子で体温を計測してください。 発熱（３７，５℃以上）以外に、咳・鼻水・下痢・嘔吐 
などの体調不良、食欲がない、機嫌が悪いなど、いつもと異なった様子の時は利用をご遠慮ください。 

●解熱後２４時間以上が経過し、その他の症状が改善傾向となるまでは、同様の対応をお願いします。 
併せて、同居家族に発熱や呼吸器症状等の風邪症状がある場合は、利用を控えていただくようご協力を
お願いします。 

●受付時に検温を実施します。ご協力をお願いします。 
●帰り際、使ったおもちゃは使用済みおもちゃ用のかごの中に入れるようにしましょう。 
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1 茶毒蛾（ちゃどくが） 椿、さざんか、茶等、ツバキ科の葉を食べて育つ毒針毛（どくしんもう）

を持つ蛾の一種です。幼虫に直接触れるだけでなく、幼虫がいた葉や幼虫の抜け殻に残ったものが風

に飛ばされて刺されることもあります。             

＜症状＞ 毒針毛に触れてから数時間後に発疹と強いかゆみが出る。 

＜応急処置＞ 顔や手足等を流水で良く洗い、ガムテープ等の粘着質の物を 

貼り付けてはがし、毒針を抜く。冷やすと痛みは和らぎます。 

（衣類は、他の物と区別して洗う。） 

症状がひどい場合は受診して、かゆみ止め等を処方して貰いましょう。 

＜予防策＞ 椿等の木には、近づかない。幼虫のいる枝を焼却する。   

２ むかで  暗く、じめじめした場所を好み、小さな昆虫等を捕食 

しています。頭の下に顎肢（がくし）と呼ばれる牙があり、 

咬まれると毒液が注入され、直後から激しい痛みがおきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島でよく見られる害虫について 健康メモ 

1 茶毒蛾（ちゃどくが） 椿、さざんか、茶等、ツバキ科の葉を食べて育つ毒針毛（どくしんもう）

を持つ蛾の一種です。幼虫に直接触れるだけでなく、幼虫がいた葉や幼虫の抜け殻に残ったものが

風に飛ばされて刺されることもあります。             

＜症状＞ 毒針毛に触れてから数時間後に発疹と強いかゆみが出る。 

＜応急処置＞ 顔や手足等を流水でよく洗い、ガムテープ等の粘着質の物を 

貼り付けてはがし、毒針を抜く。冷やすと痛みは和らぎます。 

（衣類は、他の物と区別して洗う。） 

症状がひどい場合は受診して、かゆみ止め等を処方してもらいましょう。 

＜予防策＞ 椿等の木には、近づかない。幼虫のいる枝を焼却する。   

２ むかで  暗く、じめじめした場所を好み、小さな昆虫等を捕食 

しています。頭の下に顎肢（がくし）と呼ばれる牙があり、 

咬まれると毒液が注入され、直後から激しい痛みがおきます。 

＜症状＞ 咬まれると激しく痛み、発赤、腫れが進み、リンパ節が腫れる事もある。悪寒、頭痛、吐

き気などのショック症状が出る事もある。 

＜応急処置＞ 傷口から毒液を搾り出すイメージで圧迫し、お湯で洗い流す。ムカデの毒は、タンパ

ク質で「熱に弱い」という性質を持っています。お湯で洗い流すのは、早く痛みを消

す効果があります。症状がひどい場合は、受診しましょう。 

 

～ひろば～  5・６月の窓から～ 
 

 

 

 過度なストレスは心の不調をもたらし 

放置すれば心の病を招きます。しかし本来 

ストレスは悪者ではありません。過度なス

トレスは良い刺激となり、生活にハリを与

えてくれます。つまり大切なことは、スト

レスを放置して蓄積しないこと。日頃から

不安やストレスに素早く気付き、ため込ま

ないよう上手に解消することが大切です。 

  

近年、家族の在り方は多様化しており、一つひとつの家族がそれぞれの形を持っています。これから

は「家族はこうあるべき」という理想にこだわらず、お互いを尊重しながらもその家族にあった距離感

や信頼関係を築くことが、心を健康に保つ秘訣ともいえます。その上で、日頃から心の不調を寄せ付け

ない生活習慣を心掛け、自分や家族の変化に素早く気付き対処できるメンタルケアを行いましょう。

 梅雨が明けると強烈な太陽の日差し、本格的な夏がやってきます。足早に訪れる暑いあつい夏

に合わせて、十分な栄養バランスと睡眠時間、そしてリラックスできる時間を確保してワクワク

楽しい夏を迎える準備をしましょう！ 

そろそろ夏ならではのおでかけも多くなると思いますが、大人のペースではなく幼い子どものペ

ースに合わせた無理のない予定を立てて楽しみましょう。 

 

 

 家族の 

 

 

勉強、将来への不安、いじめ暴力・・・、子どもたちは

親が知らないうちに、大きなストレスを抱えている場合

があります。インターネットが普及した現代では、メール

や SNS など、直接顔を合わせないコミュニケーションが

増えたことによっても、かなりの精神的エネルギーを消

耗しています。日頃から親子のコミュニケーションを大

切にし、子どもが発する SOS を見逃さないように注意し

なければなりません。 

ブラバンやビーズで作ろう 

※暑い日は、お庭で赤ちゃん用の小さいプール・タライが使えます。ソーシャルディスタンスを保つ

ため１人１つのプール・タライでの水遊びとなります。 

使いたいときには、職員が準備をしますので、声をかけてください。 

※シャワーが使えるので、タオル、着替えなど準備しておくと便利です。水分補給を忘れずに！ 

 

 

 

 ストレス 
 

 

不 安 
 

 

将 来 

 

  
知っ得！コラム 

人は不安やストレスが蓄積されてくると、自然と姿勢が悪くなり、呼吸が浅く

なりがちに。姿勢を正して呼吸を行うことで、気持ちをリフレッシュしましょう。 

 思い立ったときに“いつもより深い呼吸”を好きなだけ行えば OK! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことも必要です。 

・何よりも先に、「私(親)は、いつもあなたの味
方」と伝える。 

・アドバイスはしてもいいが、親の考えを一方
的に押し付けない。 

・子どもの気持ちを尊重しつつ、「どうすればよ
いか」「どうしたらいいのか」を話し合う。 

 

 

 ・目を見て向き合い、言葉にしづらい

ことも話しやすい雰囲気をつくる。 

・途中で言葉を遮らない。非難したり、

叱ったりするのは NG。 

 

 

 


